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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
要

※海岸林内の作業道、防風垣の設置箇所
　などを除いた72.46haに植栽

　

東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
り
、  

東
北
各
地
の
海
岸
林
が
受
け
た
被
害

面
積
は
3
6
6
0
ha
と
甚
大
な
も
の

で
し
た
。
中
で
も
宮
城
県
は
1
7
5

3
ha
と
深
刻
で
、
そ
の
内
、
壊
滅
的

被
害
を
受
け
た
海
岸
林
は
7
5
0
ha

に
も
及
び
ま
し
た
。
本
部
の
吉
田
俊

通
啓
発
普
及
部
主
任
（
当
時
／
現「
海

岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
担
当
部

長
）
を
中
心
と
し
た
8
名
が
被
害
調

査
を
行
っ
た
の
が
、
2
0
1
1
年
5

月
24
日
か
ら
の
3
日
間
。
一
体
な
ぜ

マ
ツ
林
が
倒
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
？

震
災
前
は
1
ha
あ
た
り
1
万
本
を
植

え
て
い
た
上
に
、
保
安
林
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
間
伐
な
ど
の
間
引
き
が
一

切
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
樹

冠
が
狭
く
、
根
が
十
分
に
横
に
張
れ

な
い
状
態
で
し
た
。
本
来
、
ク
ロ
マ

ツ
は
深
根
性
樹
種
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
地
下
水
位
が
高
い
た
め
に

垂
直
根
が
伸
び
ず
、
土
壌
緊
縛
力
を

発
揮
す
る
林
に
は
至
っ
て
い
な
い
こ

と
を
見
い
だ
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

は
、
の
ち
に
N
H
K
の
取
材
に
よ
り

全
国
放
送
で
も
伝
え
ら
れ
た
事
実
で

す
。
国
立
の
研
究
機
関
で
あ
る
森
林

総
合
研
究
所
は
、
さ
ら
に
多
く
の
デ

ー
タ
を
集
め
、
林
野
庁
は
、
そ
れ
を

基
に
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
あ
る
森
づ
く

り
を
目
指
す
べ
く
、
ク
ロ
マ
ツ
の
根

の
発
達
を
促
す
た
め
の
3
ｍ
の
盛
土

に
よ
る
植
栽
基
盤
を
設
け
た
上
、
植

栽
本
数
を
5
0
0
0
本
／
ha
に
減
ら

し
て
間
隔
を
広
げ
る
な
ど
の
指
針
を

打
ち
出
し
ま
し
た
。

　
「
海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、
名
取
市
の
海
岸
総
延
長
5
㎞
の

災
害
地
に
10
ヵ
年
計
画
で
1
0
0
ha

の
植
林
、
必
要
な
苗
木
50
万
本
の
生

産
を
目
指
し
、
そ
の
た
め
の
必
要
経

費
を
10
億
円
と
決
め
ま
し
た
。

　

被
災
農
家
で
結
成
さ
れ
た
「
名
取

市
海
岸
林
再
生
の
会
」
と
連
携
し
、  

震
災
か
ら
1
年
後
の
12
年
か
ら
ク
ロ

マ
ツ
苗
木
の
自
主
生
産
を
開
始
。
農

家
と
い
え
ど
も
苗
木
づ
く
り
は
初
め

て
な
が
ら
、
年
々
生
産
技
術
も
向
上

し
、
16
年
度
全
国
山
林
苗
品
評
会
で

は
「
林
野
庁
長
官
賞
」
を
受
賞
し
ま

し
た
。
生
産
し
た
苗
木
を
も
っ
て
14

年
か
ら
植
栽
を
開
始
し
、
20
年
に
は

対
象
面
積
1
0
0
ha
に
苗
木
37
万
本

の
植
栽
を
完
了
。
下
の
写
真
の
通
り
、

見
事
な
再
生
地
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

ど
の
植
栽
年
度
も
98
％
以
上
の
活
着

を
示
し
て
お
り
、
こ
れ
は
、
優
良
な

苗
木
の
供
給
が
で
き
て
い
る
こ
と
、  

植
栽
時
に
水
分
保
持
の
た
め
に
肥
料

を
混
ぜ
た
高
分
子
ポ
リ
マ
ー
を
塗
布

し
て
い
る
こ
と
、
植
栽
は
プ
ロ
の
林

※

2
0
1
1
年
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
今
年
で
10
年
と
な
り
ま
す
。

震
災
直
後
に
構
想
さ
れ
、実
施
に
向
け
て
動
き
出
し
た「
海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は

長
期
の
復
興
支
援
活
動
と
位
置
づ
け
ら
れ
、第
1
次
10
ヵ
年
計
画
が
終
わ
り
を
迎
え
ま
す
。

第
2
次
10
ヵ
年
計
画
の
始
ま
り
を
前
に
、オ
イ
ス
カ
の
清
藤
城
宏
緑
化
技
術
参
事
が

こ
れ
ま
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
や
成
果
を
総
括
し
ま
す
。

「
海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の

10
年
を
振
り
返
っ
て

 再生した海岸林の  
ほぼ中央地点上空から南
側の植栽地を撮影（2020年
9月）。左が海で、右上には仙台
空港がある。大きく育ったクロ
マツの前に人が立っているの
が見えるだろうか（中央下）。
植栽地の規模の大きさ

が分かる
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こ
れ
か
ら
の
森
づ
く
り

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で

分
か
っ
た
こ
と
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オ
イ
ス
カ
で
は
、
そ
の
調
整
伐
の

先
行
試
験
を
20
年
に
開
始
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ

ウ
抵
抗
性
苗
を
植
え
て
い
る
も
の
の
、

厳
密
に
は
暫
定
抵
抗
性
苗
で
あ
る
た

め
、
松
く
い
虫
の
被
害
に
も
常
に
監

視
の
目
を
向
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
生
態

系
サ
ー
ビ
ス
（
保
健
休
養
、
快
適
環

境
形
成
、
環
境
保
全
、
文
化
機
能
な

ど
）・
森
の
恵
み
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
そ

れ
ら
を
享
受
す
る
だ
け
で
な
く
、  

住

民
を
巻
き
込
ん
だ
官
民
協
働
活
動
に

つ
な
げ
、
そ
こ
に
次
代
を
担
う
若
者

を
ど
う
巻
き
込
む
か
が
、
こ
れ
か
ら

の
課
題
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
時
に
、
オ
イ

ス
カ
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
標
を
3

点
挙
げ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

①
国
民
参
加
で
の
森
林
再
生
モ
デ
ル

　

の
提
案
・
推
進

②
民
間
活
力
を
導
入
し
、
行
政
の
役

　

割
を
補
完

③
世
界
へ
の
発
信
・
相
互
交
流
・
相

　

互
協
力

　

10
年
間
で
、
こ
れ
ら
の
目
標
に
十

分
到
達
し
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。  

次

の
10
年
も
、
オ
イ
ス
カ
が
E
c
o
‐
D

R
R
（
生
態
系
を
活
用
し
た
防
災
・

減
災
）
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
と

し
て
国
内
外
の
指
導
的
役
割
を
担
っ

て
い
く
こ
と
を
念
願
し
て
い
ま
す
。

業
従
事
者
を
主
体
に
行
わ
れ
た
こ
と
。

さ
ら
に
植
栽
後
の
保
育
管
理
作
業

（
下
草
刈
り
、
つ
る
切
り
、
排
水
環

境
改
善
の
た
め
の
溝
切
り
作
業
な
ど
）

に
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
延
べ
1
万

人
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
熱

意
と
情
熱
を
も
っ
て
参
加
し
て
く
だ

さ
っ
た
結
果
だ
と
い
え
ま
す
。

　

14
年
の
最
初
の
植
栽
か
ら
7
年
経

過
し
た
場
所
に
、
12
ヵ
所
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
プ
ロ
ッ
ト
を
設
け
て
お
り
、  

個
々
の
植
栽
木
を
見
る
と
、
5
m
を

超
え
る
場
所
も
あ
り
ま
す
。
苗
木
は

コ
ン
テ
ナ
苗
生
産
で
あ
り
、
菌
根
を

形
成
し
た
苗
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
山
砂
で
造
成
さ
れ
た
菌
根
の

少
な
い
盛
土
で
も
ク
ロ
マ
ツ
林
分
の

健
全
な
生
育
土
壌
環
境
を
作
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
テ
ナ
苗
は
作
業

効
率
も
良
く
、
秋
植
え
で
も
問
題
な

く
成
長
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
広
葉
樹
を
内
陸
面

に
試
験
植
栽
し
て
4
〜
6
年
が
経
過

し
て
い
ま
す
が
、
先
端
枯
れ
を
繰
り

返
し
、
樹
高
成
長
に
期
待
で
き
な
い

こ
と
も
分
か
り
、
初
期
の
広
葉
樹
導

入
は
、
事
業
的
に
は
無
理
で
あ
る
こ

と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

林
床
に
は
、
ア
ミ
タ
ケ
、
ハ
ツ
タ

ケ
な
ど
の
キ
ノ
コ
類
も
見
ら
れ
、
マ

ツ
と
共
生
し
て
、
マ
ツ
の
成
長
促
進

に
貢
献
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
は
、
キ
ツ
ネ
や
タ
ヌ

キ
、
イ
タ
チ
な
ど
の
哺
乳
類
を
は
じ

め
、
鳥
類
、
昆
虫
、
植
物
な
ど
の
多

様
な
種
が
確
認
さ
れ
、
生
物
多
様
性

の
回
復
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

の
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
機
能
は
、
ス

ギ
、
ヒ
ノ
キ
に
比
べ
て
高
く
、
現
時

点
で
約
2
倍
以
上
に
な
る
こ
と
も
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
〝
名
取
市
民
の
森
〞
と
し
て

育
て
、
防
災
・
減
災
機
能
を
よ
り
強

く
発
揮
す
る
健
全
な
森
を
造
る
た
め

に
は
、
幹
を
太
ら
せ
、
横
に
根
を
張

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
本
数
調
整
伐

（
間
伐
）
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

2020年
2019年
2018年
2017年
2016年
2015年
2014年

■7年間の連年成長

平均234㎝

最大
389㎝

最小
137㎝

全体で平均234㎝と成長が速く、特に植栽4年経過後から急激に伸びだしてきて
いることが分かる。プロットによる差も大きく、No.8が最大389㎝、土性は砂
土で土は柔らかかった。最小はNo.7の137㎝で粘土分の多い埴土、植質壌土の
土性で、粘土の影響で締め固まり、通気性も悪く過湿状態を招きやすくなって
いることが分かった（写真↓）。


